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＜研究の概要＞ 

 自転車の車道走行と広域化に伴う事故特性を把握し、自動車・自転車のコンフリクトを再現する仮想道路空間

実験による科学的知見に基づき、新たな道路交通安全改善策とともに持続可能な安全の段階的向上策を提案

する。 

＜ＦＳ評価結果＞ 

･サイクルシミュレータを構築し実道路の分析とシミュレーションをうまく組み合わせ、再現性を検証するという研究

成果を得ている。個別箇所の課題の詳細の把握が可能となることが期待できる。2 種類のシミュレータの比較検

討を行うのは独創的であり、今後の寄与が強く期待できる。 

・新規課題として採択することが妥当と評価する。

＜参考意見＞ 

･事故特性を踏まえた交差点内の自転車の安全改善策の開発に期待したい。 

・研究成果を全国的な課題解決に結び付ける必要があり、代表的箇所における詳細な分析結果を用いて、汎用

的な対策検討手法を提案いただきたい。さらに、対策の効果検証を実施するような成果を期待したい。

・実交差点での錯綜現象の観測調査について、隅切りの R で自動車の速度が変わる影響について検討いただ

きたい。

･サイクルシミュレータの開発については、研究メンバーの従来研究の成果との切り分けを明確にしていただきた

い。自転車交通の安全に寄与する研究開発がなされることのほか、国際的にも認められる学術研究へと展開す

ることを期待したい。 

・研究成果である自転車の車道通行の安全性評価を、電動キックボードなど、他の交通手段の車道走行の安全

性評価に応用可能かについても、可能であれば検討いただきたい。

※本 FS 評価は、新道路技術会議の各委員が評価を行い、第 42 回新道路技術会議において審議したものである。
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